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中世都市論の進展とともに、文化史や芸能史,被差別民史の重要性が提起されている。 また,部

落史研究の側からも,「部落史の見直し」が進められ,多様な被差別民の存在や状況が明らかに、され

てきている。 このような研究状況をうけ,教育や啓発の場にて,民衆を視点においた社会科学習が

大きな転換期を向かえている。

本稿では,民衆に視点をおいた社会科学習プランとして,外川正明氏の学習プログラム『部落史

に学ぶ』を扱う。 まず,氏の学習プログラムの全体像について検討し,中世都市論や部落史研究の

研究成果を生かしながら,社会科の教科のカリキュラムに明確な意図のもとに位置づけられている

ことを示す。 次に,氏の中世における単元展開を分析し,その有効性を検証する。 氏の学習プログ

ラムには,授業化の視点や学習展開案が複数配列されており,授業設計が容易に仕組まれているこ

とを明らかにしている。 最後に,氏の学習プログラムの導入部分に相当する中世職能民を事例とし

た教材開発を提示する。 中世における社会や人々の考え,被差別民衆の姿を生き生きと捉えさせる

プレゼンテーションソフトを使用した教材開発について明らかにLているO

(キーワード)

社会認識,中世職能民,河原者,ケガレ,タクリ

はじめに

昨今,中世都市論が盛んに論じられるようになり,

荘園・公領や村落の研究はもとより,新しい中世の

社会像が描かれるようになった1。 網野善彦氏は,

中世社会のキーワードとして,「職」という言葉を

あげており,「職」の出現とその特徴を分析してい

る。そして,「職能民」の「職」の源流も,中世の

キーワードである「職」にあるとされ,中世都市論

における文化史,芸能史の重要性,特筆すべきは被

差別民史の重要性を述べている2。

また,部落史研究の側からも,中世都市論の進展

と共に,「部落史の見直し」が進められ,多様な被

差別民の存在や状況が明らかにされてきている3。

このような中で,小学校社会科における民衆に視

点をおいた歴史学習も大きな変革期にきている。 各

地区で実践事例集やテキスト作成が意欲的に行われ

ていることもその例証のひとつである4。

このように考えるならば,中世都市論における研

究成果や部落史研究の研究成果を,授業の中にどの

ように具現化していくかが現在,問われてきている

といえよう。

注目されるのは,外川正明氏による著書『部落史

に学ぶ』である5。 本書は二部構成となっており,

『部落史に学ぶ:新たな見方・考え方にたった学習

の展開』(以下,『部落史に学ぶ1』と表記),『部落

史に学ぶ2:歴史と出会い未来を語る多様な学習プ

ラン』(以下『部落史に学ぶ2』と表記)からなっ

msEB

本書では,中世都市論における研究成果や部落史

研究の研究成果によって,これまでの部落史学習が

大きく見直されている。
さらに,氏は社会科での学

習を核として,社会認識(「社会を見る力,社会を
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とらえる力6」)を育てることの重要性を提起してい

る。そして,何より具体的な学習プログラムを提示

し,授業実践レベルでまとめている。

そこで本稿では,まず,氏の学習プログラムの意

義を検討する。 次に,氏の中世における単元展開を

分析し,その有効性を検証する。 そして,氏の学習

プログラムの導入部分に相当する中世職能民を事例

とした教材開発を具体的に提示していくものとする。

1.学習プログラムの全体構成

本節では,外川氏が『部落史に学ぶ』において,

提案した学習プログラムの全体構成について検討し

たい。

氏は,社会科学習の中で,部落史学習を進めるこ

との大切さを以下のように主張する7。

このプログラムでは,教科書の構成や記述に沿

いながら,部落問題にかかわる単元の学習におけ

る「ねらい」や「視点」を明らかにし,その上で

学習の「展開」や「資料」を検討していくという

構成にしています。

つまり,氏が大切にしたことは,本学習プログラ

ムが地域性や指導者の授業技術に左右されることな

く,一定レベルの実践ができるように,ねらいや視

点を明らかにした上で,資料などの活用についても

丁寧に紹介がなされているという点である0

ここには,氏の明確な主張がある。 それは,部落

史学習が特設の時間に行われるのでなく,社会科授

業の中で取り組む必要があるという点である。 この

点は非常に重要な提起であると考える。 これまで,

部落史学習をはじめ,被差別民を取り上げた学習は

特設の時間で行われてきた感がある。 カリキュラム

に位置づけられたとしても「総合的な学習の時間」

での取り扱いであった。 部落史をはじめとする民衆

を視点とした学習は,社会認識を育てることがとり

わけ重要である。 学習指導要領では,小学校社会科

の目標は「社会生活についての理解を図り,我が国

の国土と歴史に対する理解と愛情を育て,国際社会

に生きる民主的,平和的な国家・社会の形成者とし

て必要な公民的資質の基礎を養う」と設定されてい

るO特に,第6学年においては「国家・社会の発展

に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産に

ついて興味・関心と理解を深めるようにするととも

に,我が国の歴史や伝統を大切にし,国を愛する心

情を育てるようにする」とある。

つまり,部落史学習をはじめ,被差別民を取り上

げた学習を通して,その人々の業績や生み出した優

れた文化を学ぶことは,社会科教育でこそ,その価

値を有することであり,社会をとらえる力を育てる

ことになると考えられよう。 これらの学習は,自分

自身が差別に対して,どのように生きていくかを学

び取っていくことを可能にすると考えられるのであ

る。

このように,社会科教育の中に学習プログラムを

位置づけたということは,部落史や被差別民衆を視

点においた学習が日本史全体の中に位置づけられて

いることを示すものである。

次に,氏が示した学習プログラムの構成を引用して

みよう8。

表1学習プログラムの構成

畢

フt
名
テーマ ねらい 視 点

中

世

A
「
に

中世の文

中世の頃, 差

中世における差別

は政治的また制度

的に固定されたも

生
き
る
室
町
の
文
化

別されていた のではなかつたが,

人々が民衆文 人々の 「ケガレ」

化と差別 化を支えてい 意識 にもとづく賎

さ柑こ人々 たことに気づ 視観 はこのころに

く0 成立 した0

(差別の社会的成

立)

近

世

I

そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
と
く
ら
し

近世の社

会と差別

さ柑こ人々

幕藩体制のも

と身分制度が

しだいに確立

されていった

中で, 差別さ

れていた人々

厳 しい差別の

中をたくまし

く生 きていた

ことに気づく0

近世の幕藩体制は,

前期か ら中期にか

けて人々の中にあっ

た賎視観を基盤に,

身分制度を政治的

制度的に確立 し固

定化 した○

(差別の政治的制

度的成立)

近

世

Ⅱ

農
氏
た
ち
の
也

幕藩体制がゆ 身分制の動揺は商

らぎはじめる 品経済の発展によ

と身分制がよ る町人の勢力の増

差別の強

化と人々

のくらし

り強化された

こと, それに

対 して差別さ

れていた人々

大がその主な要因

ではあるが, 被差

別民の生活の向上

や身分制への抵抗
抗 は様々に抵抗 があったこともそ

したことに気 の大きな要因であっ

づく0 た0
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近

世

Ⅲ

新
し
い
Jg

江戸時代

の文化と

差別 されてい

た人々は, 厳

しい差別の中

でも社会や文

江戸中期に花開い

た町人の文化を民

衆 レベルで支えた

のは中世からの文

化を継承発展させ

てきた被差別民で

あり, また, 近代

医学の契機 となっ

た人体解剖 も労働

を通 して技術と知

識を培ってきた被

差別民であった0

千
問
の
影
響

差別され

た人々

化を支えてた

くましく生 き

てきたことに

気づ く0

近

世

Ⅳ

長
か

っ
た
武
士
の
世
の
中
が
終
わ
る

差別への

抵抗 と闘

い

差別の強化に

対 して差別さ

れていた人々

は, 力を合わ

せて立ち上が

り, 差別的政

策を撤回させ

たことに気づ

く0

江戸後期の差別法

令に対 して, 岡山

では被差別民が団

結 して一按を起こ

し撤回を勝ち取っ

たが, その闘いは

近代につながる差

別の撤廃を求めた

自己主張の闘いで

あった0

近

新
政
府
の
改
革
と
四
氏
辛
等

明治維新

解放令によっ

て制度はなく

「解放令」によっ

て政治的制度的な

身分制度は崩壊 し

なったが, 差 たものの, 明治政

別は残 り強め 府の諸政策が部落

られたこと の困窮化や生活の

代
と差別さ

れた人々

I
差別された人々 低実態を招き, 貧

I
紘, 生活を高 料 . 不衛生などに

め差別をな く 対する 「優生思想」
そうと努力 し

たことに気づ

く

が新たな偏見 とし

て生み出される0

(社会問題として

の部落差別の成立)

近

代

Ⅱ

立
ち
上
が
る
人
々

水平社の

創立と立

ち上がっ

た人々

差別されてい

た人々は, 厳

しい差別に負

けず, 自らの

力で差別をな

くそうと水平

社を結成 した

ことに気づく0

米騒動を契機とし

た大正デモクラシー

の動きの中, 差別

された人々は, 多

くの悩みや苦 しみ

をくぐり抜けて,

団結 し自らの力で

解放を求めて立ち

上がった。

近代Ⅲ

人間とし

て
生き

る

差別のな

い社会を

めざして

今日もなお部

落差別が存在

していること,

その解決は国

の責務である

とともに,す

べての人々の

課題でもある

ことを考える。

被差別部落の生活

実態や厳しい差別

を解決していくた

めに,国のとるべ

き姿勢や施策につ

いて考えさせると

ともに,ひとりひ

とりが差別を許さ

ない生き方を貫く

ことが求められて

いる。

以上からも分かるように,氏はこれまでよくあり

がちであった近世からの部落史学習を,中世からの

スタートとしている。 そして,学習の視点として,

中世において「差別の社会的成立」を,近世初期に

おいて「差別の政治的制度的成立」を,近代におい

て「社会問題としての部落差別の成立」を教授する

ことを明確にしている。
また,それぞれの学習のキー

ワードとして,中世における「ケガレと排除」をは

じめ,近世における「身分の固定化」「差別の強化」,

近代における「制度的差別の撤廃」「部落差別」と

いった視点からの学習を明らかにしている。 これら

の点は,部落史研究の成果が生かされている点であ

mそして,学習展開では,差別の中を生きた人々と

の出会いから,探求・見つめなおし・振り返りといっ

た学習過程を通して,「生き方に学ぶ」という点を

大切にしている。 これまでの部落史学習が培ってき

た点も重要視しているのである。

2. 中世における単元展開例の分析

本節では,外川氏が『部落史に学ぶ』において,

提案した中世における単元展開例を分析したい。 氏

は,中世に関わる単元展開例として,「中世の文化

と差別された人々11銀閣寺又四郎-」(『部落史

に学ぶ1』),「中世の被差別民と芸能」(『部落史に

学ぶ2』),「中世の文化と差別された人々21竜安

寺の石庭-」(『部落史に学ぶ2』)の3つの学習展

開を例示している。
そして,それぞれの実践例には,単元展開の視点

と豊富な資料が追加されており,授業実践化を容易

にしている。 以下は,氏が示した単元展開例を表と

して示したものである。
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表2 「中世の文化と差別された人々1」単元展開9

学習展開 予想 され る児童の反応

1 室町時代の文化につ ○祭 り, 盆踊 り, 生け花,

いて調べた ことを発表 茶 の湯, 書院作 り, 症

する0 園, 水墨画, 能など,

今 の時代 に も残 ってい

る文化だ○

○武士だ けでな く, 民衆

の文化だ○

2 銀閣寺の庭を造 った ○心の落 ち着 く, 素晴 ら

又四郎の言葉 と出会 う0 しい庭 だ○ なぜ, 差別

され るのだろう0

3 差別 されていた人々 ○人々の生活に必要な も

の生活 を探 る。 のを作 って きた0

○不思議 な力を持 った人

たち として, 差別 され

た0

〇 日分 たちとは違 う人 た

ち として差別 された○

4 又 四郎の言葉の意 味 ○差別 され ることが くや

を見つめなおす0 しい〇

〇 日分 はまっす ぐに生 き

てい る0

○差別す る人が間違 って

いる0

5 室町時代の文化 と又

四郎の言葉か ら学んだ

ことを振 り返 る0

表3 「中世の被差別民と芸能」単元展開10

学習展開 予想される児童の反応

1 室 町時代の文化に

ついて調べたことを 発

表する0

○祭り, 盆踊り, 生 け花,

茶の湯, 書院作 り, 庭

園, 水墨画, 能 など,

今の時代にも残 ってい

る文化だ○

○武士だけでなく, 民衆

の文化だ0

2 世阿弥や中世の頃に ○世阿弥は人々か ら差別

芸能を担った人々に出 されてきたのはなぜだ

会う0 ろう0

○芸能の始まりは人々の

生活をキヨメる役割を

果たしていた0

○ なぜ, キ ヨメを必要と

していたのだろう0

2 世阿弥や中世の頃に ○世阿弥は人々から差別

芸能を担った人々に出 されてきたのはなぜだ

会う○ ろう○

○芸能の始まりは人々の

生活をキヨメる役割を

果たしてい亘0

○なぜ, キ ヨメを必要と

していたのだろう0

3 芸能を担った人々を ○人々は死など理解でき

差別 してきたわけを探 ないことを必要以上に

る0 恐れた○

○社会を安定させるため

に, そ うしたことが利

用された0

○ キヨメに関わる人たち

を自分たちと違 うとし

て差別 した0

4 世阿弥の残 した 「真 ○世阿弥はどんな思いで

の花」という言葉を見 能を演 じていたのだろ

つめなおす。 つ0

○ 「真の花」を育てるた

めに, 「時分の花」を

大事にしないと.‥0

5 室 町時代の文化 と世

阿弥の生き方から学ん

だことを振 り返る0

表4 「中世の文化と差別された人々2」単元展開11

学 習展開 予想 される児童 の反応

1 室町時代の文化 につ

いて謝べたことを発表

する0

○祭 り, 盆踊 り, 生 け花,

茶の湯 , 書 院作 り, 磨

園 , 水墨画 , 能 など,

今の時代 にも残 ってい

る文化だ○

○武士 だけでな く, 民衆

の文化だ0

2 竜安寺の石庭のなぞ ○心 の落ち着 くすば らし

に出会 う0 い庭 だけれ ど, 謎だ ら

けだ0

〇人 にいろいろなことを
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考えさせる庭だ○

○どのようにしてこの庭

を造ったのだろう0

3 作庭に関わった人た ○人々は死など理解でき

ちを人々が差別したわ ないことを必要以上に

けを探 る0 恐れた0

○社会を安定させるため

に, そうしたことが利

用された0

○自然に手を加える人た

ちを自分たちと違 うと

して差別 した○

4 石庭の石に彫 りこま ○石庭を造 った人が伝え

れた二人の名前につい たかったことは‥.0

て見つめなおす0 〇日分たちがここにいる

ということを伝えた く

て‥.0

〇日分たちが正しいとい

う思いが差別を生み出

すのでは.‥0

5 室町時代の文化と竜

安寺の石庭から学んだ

ことを振 り返る0

このように,同じ中世における社会認識を培う場

合にも,並行した3つの単元展開が例示されており,

授業者の関心や児童の実態に応じた活用ができるよ

うに留意されている。 それぞれの活動や内容は異な

るが,そのねらいは同じである。 氏がこの学習で意

図したねらいは,「特定の価値観しか認めない社会

は異質なものを排除し,差別を生み出す」という社

会的な思考判断力である。

このように,明確なねらいを有している学習プロ

グラムは,良質な授業を作ることができ,児童の実

態に合わせた活用を行う際にも,授業設計が行いや

すいものとなるだろう。

3.「聖なる仕事をする人々」の教材開発

本節では,前節までの検討をもとに,プレゼンテー

ションソフトを活用した「聖なる仕事をする人々」

の教材を提示したい。

本教材はプレゼンテーションソフトを用いたデジ

タル教材である。 全17枚であり,外川氏の提案した

中世における授業設計の導入部分に使用できるよう

に作成しているO予定授業時間数は3時間である。

前半部分には,菅原道真をめぐる当時の社会の動き

を事例とした「タタリ」の問題を扱い,後半部分で

は当時の社会で恐れられていた「ケガレ」の問題を

扱った0そして,その「ケガレ」をキヨメる人々と

して,河原者を提示している。

中世において恐れられていた「タクリ・ケガレ」

を実際の史料から現実のものとして感じ取らせた上

で,そのキヨメる役割をする人々がいたことに気づ

かせるように配慮している。

以下に,そのスライドを提示する。

主 な 教 師 の

働 きか け
提 示 スライド

(1)

「聖 な る仕 事 を す

る人 々 」を い う勉

強 をしましょう0

愛 嬢 る 綾 事 を ず る 減 摩

平安時代から堯町時代の人々の考え方

(2 )

こ の 絵 の 中 に 菅 藤原時平

原 道 真 が い ま
三尊沸行

す 0 ど こに い る で
三番浄鼓

しようか 。

(資 料 : 「北 野 天

神 縁 起 」)

I.市。Ⅰ、蝣サfサhサH

書

mil:「蝣*サ*棚 J

( 3 )

菅 原 道 真 が 北 野

菅原道真のタタリをめぐって

・901年 道真、でつちあげで大串府に左遷I
天 満 宮 に 祭 られ

る ま で の 経 緯 を

・903年 道真、大串府で死亡e

・908年 遺糞左遷の黒幕、藤原菅根が病死。

・909年 時平が病気にかかる→病死A

説 明 しましょう。
・930年 初 こ雷を落とす。醍醐天皇病死。

・947年 道真、北野天満宮にまつられる0

(4 )

三 善 清 行 の 子 の

r遺賢上人冥土紀」(沸行の子)

.天上界の逆井

遺 賢 上 人 は 次 の

よ うな 言 葉 を 残 し

て い ます 0

(資 料 : 「道 賢 上

r自分には16万のま乗
がおり、数々 のたたり
ttt ら<O tt 事である一

* ttの蝣蝣*
Tl分は* t の* * *
s a u w i:斗いやり
地社に落ちた」

人 冥 土 記 」) 「蝣&蝣*!も・ォIKK

(5 )

貴 族 か ら一 般 民

衆 まで 広 く恐 れ ら

れ て い たことは 何

で しょうか0

* 族から一触民衆まで広く恐れられていたことがあった
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( 6 )

そ れ は 「タタ リ」

とい うことで す 0

今 日 の 授 業 の

感 想 を ノ ー トに

書 い て お き ま し

ようロ

タ タ リ

(7 )

この 絵 か ら分 か

つ た こ と 、不 思

議 に 思 っ た こ と

を言 い ましようロ

(資 料 : 「春 日権

現 験 記 絵 」)

崇の外に寝かさ
れている人

火をたいて
- 清めるおまじない

計のJ-t
洌 く捌シ珊潤 使わされている

(8 )

こ の 絵 か ら分 か

つ た こ と 、不 思

餓 鬼草 子

まだ生きているのに

議 に 思 っ た こ と

を 言 い ま しよう。

(資 料 :「餓 鬼 草

子 」)

抜かされている人

**a a納MIRK .■の蝣Arf Wいている

(9 )

風 葬 とい う言 葉
化 野 念 仏 寺 (京 都 市 )

.こhl,こP*由●卓もr サ*ォ山■の
.■○* 蝣*<さいヰ・DMB O M IK

を 知 っ て い ま す につけてtJ*れなL}
皇 二つ三つやEE" 五つ十r:も鮎柵 どLJ十小-■一Ⅰ■に・*Uて*上tL●

か (空 也 上 人 の こと■わ} ●しきォ・サ>◆CO
かのみどり子の所作としてササa>石をh
IJ■めこれにてt均の t;

言 葉 の 説 明 )0

(資 料 :化 野 念 見JL事#」蝣掬してIはI人で並べどtJ蝣txサ¢◆蝣*・* ・蝣ォ・*<蝣九で

l垂も上人伸一
仏 寺 )

(1 0

貴 族 か ら 一 般
r*aォw i監Ml M M*手

民 衆 ま で 広 く恐

れ られ て い た こ

と は 何 で し よ う

か O 貴族から一般民衆まで広く恐れられていたことがあった

u n

そ れ は 「ケ ガ レ 」

とい うことで す 0

今 日 の 授 業 の

感 想 を ノー トに

書 い て お き ま し

ようロ

ケ ガ レ
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12)

ケガレには大き

く3種類のケガ

レがあつたと言

われています。

死穣

血頼

産穣

13

ケガレの伝染に

ついて、当時は

延書式という法

で定めていたの

ケガレについて定めた延書式

.人が死んだ場合は30日間崇から出てはな
らないe

.子どもを産んだときは、7日間は家から出
てはならない。

.飼っている牛や馬が死んだら、5日間は
家を出てはならない。

です(説明)0
.ケガレは3回うつる。それ以上はうつらな
いも

(14

そのケガレをキ

ヨメる人たちが

いました(職能

民の説明)0

ケガレをキヨメる人々

鷺 Mi H jjjjH-「?TW*j

ケガレを清める特別な力をもった人たちである
と畏(おそ)れられていた

(15

銀閣寺の美し

い庭園も河原

銀閣寺の美しい庭園

啓一4

者が造つたと言

われています0 .喝
、、一,?、、

.河原看親子三代rき阿弥」r小四劫」「又四
郎」によって作成された。

(16

竜安寺の石庭

竜安寺の石庭

.白い砂にしかれた15

も河原者によっ

て作成されたと

の石。
.ところが、どこから見

貰芸ノミ.、、temitfe鵬.、臓 謡て誓石しか見

言われていま

すロ

替 fcol静

(17

河原者の果たし

た役割につい 河原者の果たした役割

て、これから学

習を深めていき

ましよう0

について、みんなで考

えていきましよう0



本教材は,3時間扱いとして作成している。 (1)

(6)までを第1時. (7)-(ll)までを第2

時,(12)-(17)までを第3時と設定した。

どの時間にも実物資料を提示し,中世の社会にお

いて,大きな影響力のあった「タタリ・ケガレ」と

いった観念を具体的に捉えさせるよう配慮した。

第1時では,「北野天神縁起」より,菅原道真を探

させる活動を導入とした。 この絵に表されているの

は,菅原道真を追討した藤原時平,追討に協力した

三善清行,清行の子であり,後に道真を恐れ修行を

した三善清蔵である。 児童は,もちろんこの3人の

いずれかが菅原道真であろうと予想するだろう。 し

かし,道真は人間としてこの絵に表されているので

はなく,時平の耳から出ている呪いを持った蛇とし

て措かれている。 この絵から,当時の社会や人々が

「タクリ」に対する恐怖感を有していたことを,児

童が関心をもって捉えることができると考える。 そ

して,「道賢上人冥土記」の資料も重ねながら,当

時の社会が恐れていた「タタリ」について認識を深

めるよう留意した。

第2時では,「春日権現験記絵」や「餓鬼草子」

より,家の外に寝かされている病人,火をたいてお

まじないをする人々,別の器を使わされている様子

を捉えさせ,現在とは異なる死というケガレへの恐

怖を考えさせるように留意した0 そして,当時より

伝わる風葬の地について説明し,空也上人の言葉を

示した。これらから,当時の社会や人々が恐れてい

た「ケガレ」に対する恐怖感を,児童が関心をもっ

て捉えることができるようになるであろう。

第3時では,延喜式によって「死蔵・血積・産積」

の三積が定められたことを説明し,忌の日数や伝染

についても定められたことを示した。 そして,その

ケガレをキヨメる人々がおり,その人々が畏敬の念

をもって見られていたことを示した。 その存在とし

ての河原者について説明を加えた。 最後には,今後

の学習が一層深まるように,河原者が造ったとする

銀閣寺の庭園,竜安寺の石庭を提示して,関心が高

まるように留意した。

おわリに

本論では,まず,外川正明氏の学習プログラムの

意義を検討した。 第-節で述べたように,氏の学習

プログラムは,中世都市論や部落史研究の研究成果

を生かしながら,社会科の教科のカリキュラムに位

置づけている。社会科が社会認識を育てる教科であ

ることを踏まえ,学習プログラムが明確な意図のも

とに作成されていることを示した。

また,中野陸夫氏は部落史学習・人権学習への提

言として,6つの提言を行っているが,その中で

「教材は今日の部落史研究の成果を,正しく反映し

たものであること」,「それを特別史として切り離し

てしまうことなく日本全史のなかに正しく位置づけ

作成・使用すること」という指摘をしている12。 こ

れらの二点は重要な前提条件ともいうべきものであ

るが,外川氏の学習プログラムはこの二点を充分に

包含しているものといえるだろう。

次に,外川氏の中世における単元展開を分析し,

その有効性を検証した。 第二節にて述べてきたよう

に,氏の学習プログラムには,単元展開の視点とと

もに豊富な資料が用意されており,授業実践化を容

易にしている。 また,明確なねらいのもとに,学習

展開案が複数配列されていることも,授業者にとっ

ては授業設計を組みやすくなっていると考えられる。

最後に,氏の学習プログラムの導入部分に相当す

る中世職能民を事例とした教材開発を具体的に提示

した。児童が興味関心を持って学習を進行できるよ

うに,プレゼンテーションソフトを使用し,実物資

料を画像で示しながら導入ができるように留意した。

児童に,中世における社会や人々の考え,被差別民

衆の姿を生き生きと捉えさせるために,有効である

ことを明示した。

今後は,外川氏の学習プログラムを援用しながら,

導入部分のみならず他の展開においても,授業実践

レベルでの教材開発をしていくことを課題としたい。

[注]

1仁木宏『都市一前近代都市論の射程』(青木書店,

2002年),網野善彦・横井清『都市と職能民の活

動』(中央公論新社,2003年)などがある。

2網野注1前掲書,34-61頁。

3沖浦和光『「部落史」論争を読み解く一戦後思想

の流れの中で』(解放出版社. 2000年),畑中敏之

『「部落史」の終わり』(かもがわ出版,1995年),

寺木伸明『部落史の見方考え方』(解放出版社,

1989年)などがある。 また,「身分的周縁」研究

会を中心としたシリーズが吉川弘文館より出版さ

れている。

4鈴鹿市部落史作成委員会『部落史学習への誘い』

(鈴鹿市教育委員会,2001年),人権教育指導者用
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手引き編集委員会『気づく・学ぶ・広げる人権学

習:人権教育指導者用手引き』(和歌山県教育委

員会,2004年),鳥取県教育委員会人権同和教育

課『学習者の視点から学びを創る』(鳥取県教育

委員会,2003年),大阪府教育委貞会事務局教育

振興室地域教育振興課『人権に関する学習プログ

ラムとその展開part2』(大阪府教育委貞会,

2002年)などがある。

5外川正明『部落史に学ぶ:新たな見方・考え方に

たった学習の展開』(解放出版社,2001年),同

『部落史に学ぶ2:歴史と出会い未来を語る多様

な学習プラン』(解放出版社,2006年)がある。

6外川氏は,全国同和教育研究協議会の歴史や中野

陸夫氏の言葉にふれながら,社会認識(「社会を

見る力,社会をとらえる力」)の重要性を言及し

ている。 外川前掲書2,24-38頁。

7外川前掲書1,32頁。

8同上書,34-35頁。

9同上書,42頁を参照されたい。

10外川前掲書2,50頁を参照されたい。

11同上書,53頁を参照されたい。

12中野陸夫『人権・部落問題学習への提言』(明治

図書,1991年)98亘。
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